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　水上滑ラE （亅lydr 叩 hmillg ）とは底面が 冷然水面 に乘 り滑走體 の 重量：に 釣合ふ 一ヒ向の 鉛直力は排 水量

に 起因す る 淨力 に よらす．hydrodymalnie ．al の 揚 力 に 基 くや うな 運動状態 を云 ふ 。 從つ て 此 の 状 態に

於け る抵抗 ，或 は滑走體 の 形朕 の 評償 は底面形 の 揚抗此 が 尺度 とな る 。 本文 に 於 て は平 板 を取扱 ひ 折

曲 り形 状の 底面形 を提唱す る もの で ある 。 本文 の 範圍 内 では滑走體 の 抵抗理 論 の 本 質に 觸れ す ．便宜

上 Waguer の 滑走鱧 の 理 論ω 1雪燭 及翼理 論に よ る下面 の み を取 扱 つ て 絶對値で な く比較 鰒を出 して 見
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§2． 揚 力 と 底 面 形 状

　邏船學に 於ける船形の 研究及航筌工 學に於け るフ ・ 一ト及飛行艇 々 體形欣 の 研究 は ・ヒと して 模型實

驗 及實物 の 経驗に 依 つ て行 はれ て 來た 。 縮尺模型 實驗は理論 を主 とせ す ．経驗 に 依 る形状 の 曳航實驗

結果 を見て trial　 and 　e ］
’
1
’OT の 方法 に よ り改良 して 進 歩 した ，tJの て あ る 。 元來 hydrodyllamica正 の 揚

力を増加 ず る ラ1「1想 は既 に 古 くか ら考へ られ て ゐ 7e
∩ 例 へ ば 伊 pl 、利 の Gaidorti の 水 中翼 の 試み 「1，

は 模

型及實物 實驗に よ り相當の 成績が擧げ られ 、獨逸
「2
吸 米國

「：：J
で も之れ の研究 が進 め られ て 來た 。

　著者の 着想は 飛行機 翼の 下げ 翼裝 置を水上 滑走 に 應用 せ ん とす る もの で あ つ て ．下 げ翼 の 主 日的 た

る揚 力の 増加 の み を探 り揚抗比 の 悪イ匕は避け得 られ る と考へ た 。 帥ち下 げ翼背面後 方の 死 水範鬩が 衣

で な く空氣で ある か ら、下面の みが 利用 され 、揚抗比は寧ろ増加する の で ある
。 之れ は step 部 に 下

向曲面 を附 け た ジ） と （俗に 之 れ を hook と 呼 ん で ゐ

る （’［）
） 同様 で あ る o 問題 を 水面 滑走状 態 1： の み 限 れば

理 論的取扱が 比較的笛單に なる 。
hyd1・・dynmuical 　 lc

良好 な 形 欺皀ilち圓弧型の 底は 、Vaguer に よつ て 理諭

的 に 提 案 され
f”JS 　ottovf が 實驗的 に 其 の 效能 を證 明 し

て ゐ る
’i［）

。

一 一 舶 P　  A C

第 1 圜 　折 曲 り段 と圓 弧 段

　今 step 部 に 附け た下 げ翼及 hook の 部分の み を少 し考 へ て み よ う。 第 1 圃に 於 て P ：ll〔丿を右 よ

り左 へ 向 つ て 水 面 を滑走す る滑走體底面 と考 へ 、0 を step の 踵 と し踵 の 高 さ を 1， とす 。 但 し此 の

踵の 高 さ とは前方直線底の 延長 よ りも突 出 した高 さ を云 ふ 。
で）を通 り前方底面 へ 移 る底面形 に 切 する

　 　 　 ド　
圓弧 ρ BP と

一
ドげ 翼 型 ρ rlP と を考 へ る

。 今 完全 流體 に 對 す る ：二次 元流 の 理 論を考 ふ れば ．圓弧 及

下 げ 翼力鞘 縁 に 岐點 （StaUPunktl 及 吸 り隰ll〔SaugPLulk⇔ の
一

致 す る迎 角 に於 て は、前縁 に 切 す る流

入が あ る 。 便 宜上 こ の 切 線を延長 した もの を前部 底面 と考 へ て 次 の li 卜算をや る （第 ］ 鬮）。 ［1
−LI弧翼 の

此 場合 の 揚力は弦長 に 對 し て 矢 高 の 低 い 時 は 矢高に 比例 し 、

（1丿　A ．GullToni
，　SeaPLanes，　F工fteen　Ye とU ・s　（，f　NE」vat　Aviation，∫．　of　R ，　A．．　S，　 P　：∫5．　Jzしn 　19L）S．　　　　

・

f2｝ W 、｛jra匠，翼の 俘 力 に 依 る 船 髏抵 抗 の 減 少 （i蜀逸 HL しmb 匸1rg 水 槽報告第 127號 〕 W ，　R ，卜【．15．　Nov ．1！J35，

　 S、1；：14，抄 蘇
幺

G造猟 協會雜 纂第 170 號 lfEt和 11 年 5 月第 12 頁
1
、

「3）

　J，B ．　 Pavkins 〔川 ，　
tyiLnk

　 Tests　oE　M   dels　of　F 且otlts 　for　 tLlngle −H 似 し Seap ［a 旦 e一 亅st 　Series．　N ，　A ．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ
　 CA ．　Tech，］｛ote 第 563 號 ．、pri110 ；］6．抄 鐙 （El本航 究學會誌 昭何E　Jl 年 9，［1第 10t〕コ 頁

．
）

事
著 者 檸 は 原 文 を持 た ない 爲、抄録 を 讀 ん だ の み で あ る。
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．　A ．　C．　A ．　Rep，　No，470 （tg33）

「’5， H ．　 Waguer 第 1 頁脚詮 （D 及 （2〕多 照 。
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水面 漸走體 刀 特 殊底面 形 ｛1kに 就 て、三 木 皺 夫 、 田 所辰 馬、野 「nl：秋 u，
’11

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　島 ＝

ρガπ プ 、．．．．．，．．．．．．．．．．．一．．．．＋．t．（1）

弦長 に は無關係で ある 。

山
但 し （1）式は XVagnerrL

’
）

に從ぴ滑走面の 揚力は 圓弧翼の 揚力の 孚 分 とし

た もの で あ る 。 又 下 げ 翼 を S　 ehtnle 〔1en の 論文 の 結果 を用 ひ て 計算 すれ ば
ω

　　　　　　　　　　　　　　　　　脚 ・窒く噺 券）・… 一 ・・… 一… 一 ・（・丿

第 ・
脚 ・ 一 ・偽 ／一 畜

・
  讐… と糊 か で ・ ・ か ・ 試 ・晦 ・2）　o ；

一
・撫 と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1一
　　　　　　　　　　　　　　彑 ＝

＿ ．IL＿
＝

1
＝ 1．38

　　　　　　　　　　　　　　
1ム

ム（・一景）
°’7L’1；

EPち圓弧の 方が有利で ある。 而 セて各 dynamical　fo1℃e は CtCJの 小さ V・時za　一定速度に對 して は Ctl　t　・ ＝　ft
の み に 比例 す るか ら、踵 D 高 さ を一定 とすれ ば 底面 の 形状 の 性質 の み に 關係 し弦長 に は無 關係 で ある 。

皀IIち曲面 の 始 まる 點 P の 位置 に は關係 し なv ・
。 然 し揚抗 工ヒは Ct・」に 比 例する か ら P 點オ｛前へ 行 く程

有利な形趺が得 られ る 。 然 し高速度滑走 に 於て は滑走面 の 前端は舶 よ り可な り後方に移動するか ら．

∫燦llレ
「
）位置は相當研 究 を要 す る問題 で あ る 。 叉 前記計算 で は翼 の 前縁 を P 黙 と し 此 の 點に 滑 らか な流

入 の あ る こ とを假定 し て ゐ る が ．實際 は前方 の 迎 角を零 と して も P 谿 よ り前 も揚力 を受持 ち ．特に

下げ翼 の 場 合に之 が有效で あ る樣 に思考 され る 。 又 下げ 翼は 飛行機翼 と同様 P 黒占に蝶番 を置 き可動

式とすれば 面 白い 結果が 得 嚇 しる か も知れ な い 。 然 し之は強度上相當困難な問題で ある 。

§3． 下 げ翼装備翼下面壓 力分布 の計算

　下 げ翼裝備翼 の 風壓分布試驗の 結果 よ り見て ．下げ 翼に よる ド面風壓 分 A∫の 墫加 は ．下げ翼角度一

定の 時主翼 の 迎角 の 可 な り大 きな範圍に於 て 大艦
一

定で あ る こ と よ り．
．．
ドげ翼 よ り前方 を無限に 長 い

もの と し て 完全 流軆 の 二 次 元 流を不連績流 「diseotitinuotts　 flo“ ．）と考 へ て 理 論的 に 出 し 、壓力分布 の

有樣 を實驗結果 と比較 し て 見た 。

　宮津助教授に 從 ひ
“ ） t 面 の t の 實數 臨 L ‘＝ L の 點に ｛［otd ：］et を置 き、式

　　　　　　　　　　　　　　　　　 w ＝ 2三1｛ζ
n

＋ ζ
一昆 一2］

一瓦

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 丁

よ り出發す る
。 上 式 を書 き直 して

（D　K ．Grammel ，　 Die　 hydl・り d5・tiiUi ）tseheil　GrUtidk 聰gen 　 des　Flu
呂es ，

　BraunseL − weig 　lg．17．　 S．73 ，

曲 　H ．W 艮9！置er ，第 1 頁ノ ｝脚詑 （1）及 （鋤 參lkl。
（；‘， C，　 Selnnieden ，　Die　 St凶 mlmg 　 um 　 ebellen 　Tr と噛 flltgel　 mit Ωuerruder ．　 Z．　A ．　M ．轟L　 Attg．19S6．但 し

　 C2）式 は Fuehs−H 〔，pf・Seewal‘L　Aerodyna ］．nik ，2itllfl．　Bd、　IL　S．97 か ら も繊せ る 。

ω 宮 津 純。完 全 流 eeの 二 次 ラ亡的 流 †・に i”・t’）る 解 の 一考 案 、｛飆 學 會誌 昭 和 7 ，｛F　4 月。
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｛1里 講 演

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 7｝t 、 ζ
n

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 t… ・・＿ … ．＿ ．．．◆，．．．．．（3）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 卿 ＝
一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 π ［ζ
n − 1］

盟

（3）式 を ζに 就 い て 微分 し

　　　　　　　　　　
1
　　　 ∫勉 ＝

＿璽 ，諢1ζ猛 11
．

　　　　　　　　　　　　　　　　 ctζ　　　　π 　　　匸ζ一1］
：：

從つ ・

　 　 ・ ＝ ＝ 一
∫撫 争ヂ置誹・ζ

　　　　　　　　　　　　　　一 親 犀 河 誇ザ
・ ・∫ぐ誥ア］・

上式 の 積分 に當 り a キ 1 とし
，

一
般に

　　　　　　　∫誇下 ゆ の辷、距
「 ［・＋

。 （1芒の」∫（蕗阿

の 關係を利用 して 計算すれば

　　　　　　　　　・÷ 卜ζ｛瀞…、，
・
榔 協 ・討淘 … 一 一 （・〉

とな る 。 最後の 積分項は 公式に在 る もの で 本文末 に示 し て ゐ る 。 徇
’tt に 數値を入れ て 色 々 な角度 の

値を附録に 掲げて 置 い た 。

　 以 上 の 關係 を使 つ て 飛行機翼下げ

翼 の 壓力分布結果 の 下 面 の 値と比 較

して 見 る と、第 2 圏乃至第 4 圖 の や

うに なる 。 此 場合 α は主翼 の 迎角 を

示 す 。 鬪 よ り見 る如 く實驗値は下 げ翼

一
定 の 時主翼 の 可 な り廣 い 迎角範圍

で 翼及下 げ 翼下 面の 塵 力分布 の 厭態

が等 L．い 。實驗結 果は蝶番部 凹み の 頂

點に 岐點壓が 現 はれ な v ・
。 之れ は此種

の 隅 に は境 界暦 の 厚 さ の 増力眄が 起 り、

實 際は 此部 を 丸めた と同樣 の 結果 を

齎 らす爲で あ る
山

。 叉主 翼 の 負迎角で

大 きな下 げ 翼角 の 時 こ の 部に 渦流の

出來る こ と は實驗 の 示 す通 りで あ る
。
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巳竺　　　　　　　　　　　 ．一魂＿　　　　　 逆L

徇圖中點線 で 示 した の は Schmieden 「i） に よ つ て計算 し た もの を示 して 置 い た 。 主翼の 前縁近 くの 値

の 著 しい 變化は本文 の 問題外で あ る が 、前縁近 くの上面或 tt下面に 岐點が存在 し ．前縁に 上面或 は 下

面へ の 急速な囘流が 起る爲であ る 。 兎に 角理 論 に於て も實驗に於て も前述の 檬 に壓力 は蝶番位置か ら

前方下 げ翼弦 と等 しい 場所迄 （§2 の 理 論 ♪ に限 られ す．遠 く前縁迄その 影 響を及 ぼ す こ と は明瞭で

ある 。

　　　　　　　　　　　　§4． 下 げ 翼 賓 驗 結 果 よ り の 推 論

　下 げ翼裝備 翼に 對 する壓 力分布實驗は近來椙當行 は れ て ゐ る 。 今米國 の 實驗 を利用 して 推論 して 見

よ う。

　下 げ翼 を取 つ た場合 の 翼下面 の み を考 へ て 、其壓 力 の 壌加 を出 し揚力及抵抗 を計算し、下 げ翼 をお

ろ さ な い 翼 と比 較す る
。

此 の 場合摩擦抵抗 は入．つ て 來な い が 、上ヒ較の 相手 も同樣 て あ る か ら比較と し

て は差 支 へ な い 筈で あ る 。
N ．A ．　C．A ．　 ReP ．　No ．57 し

（2）
に 出 て ゐ る實驗 は弦反 20 ”

（5081［1m ）の Ctark

Y 斷面摸型に 20％ の 下 げ翼 を附けた もの で あ る
。 同報告 の 斷面 G （翼幅 中央 に 最 も近 い 斷面） に

對 して 計算 し て 見 る 。 報告に 出 て ゐ る圖を書き直 し て 、下げ翼角の 一定 な もの を各一・纒 めに し て 書 く

と．第 2 圖乃至第 4 圖の や うに な る 。 此 の 圖よ り解 る こ とは實驗は圭翼角度
一6e 乃至 ＋ 15°

と

云 ふ 樣 に 大 きな範圍で あ る に拘 らす、下げ翼 に よ る壓 力塘加量は割合に 變化 しない 。 特に 下 げ翼角 の

小 さい 時に 此 の 傾 向が は つ き り出る
。 從 つ て 滑走體で 取扱ふ迎 角の 變化の 程度な らば ．壓 力増加 量：は

主翼 の 迎角に無關係で あ る こ とが 推論される 。

　次 に 一L記 の 結果 よ り下げ翼裝備翼下面 の 揚 力及抵抗 を出す 。 揚 力 且 は

　　　　　　　　　　　 1 ＝ （R ＋ △ R）c ‘）s α ＋ ω 尸 「トムムの cos （α 十 7）

抵 抗 1「 は

　　　　　　　　　　　 JV＝ （it＋ △ 劫 sh1 α 十 （R ，
・＋ △ Et，・）　sin （α ＋

”t）

但 し β 及 R ，
・
は下げ翼 を使用 しない 場合に 迎角 α に對 す る下 げ翼以外の 部分及下げ翼の 部分の 壓

力總和 よ り得た る合力 、△ £ 及 △ 飾 は ドげ翼を使用 した る場合 ．下 げ翼 を除い た 部分及 下 げ翼部

の 嘩力墸加 を示す 。 滑室 値 ε （揚抗比・り 逆數 ） は

　　　　　　　　　　　ε 二 ⊥ ＿ （∫住へ姓棚 鮭 σ‘吐 杢璽 呂蝋 α 土笠
　　　　　　　　　　　　　．1　 （∫e十 △ R ）cos 　Ct一ト（R ，

’十 △ R ，！）α ヤ潟（α ＋ γ）

とな る 。 下 げ翼な しの 時 の 滑空値 e は ttUt　ct に 等 し い o 以 上 の 計算を行 V揚 力 且 を横軸 に 取 り ε

を縦軸に取 つ て 曲線を引 くと第 5 瞳1の や うtcなる。 但 し ．4 の 尺度ば岐點壓 酬 2σ・の に1玄長 を乘

　　〔1） C．δchmieden ；Die　Str6［nung ロm 　 eilletl　ebenen 　 Tvagfliigel　 mit 　 Queri・uder ．　Z，　A，　M ．　M ，　 Bd．16．

　　 　 Heft ，4．　 Aug ．1936．本 数値計 算は 小 澤 泰 代理！學士 に や つ て戴 い た もの で あ る 。

　　〔！）　C．J。　IVct】zinger 　an 【［T．　A ，　Harris．　Pressllre　Dis七t［bution　 over 　a　Rec・t・angn 「

｛しr　Airfoilwith 　 a　Par・

　　　 titlトspan 　l　plit　F ヒしp．醤．　A ．C，　A ．　Rep 、　No ．571 （19＃6）．
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一Eleotronio 　Library 　



The Society of Naval Architects of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　of 　Naval 　Arohiteots 　of 　Japan

水 面 滑走 體 の 特殊底面 形 肌 に 就
’
ご、

三 木 鍬 夫 、 田 所 辰 馬 、
野 口 正 秋 1251

o．　3s

e，30

e，25

り　 o，？e

Ta／5

e，　fe

e，　e5

1　 　 　 ！
1　 　　 ・

1
一｝

　 o

φ
〃

o

蕩
霊

o

盲

電

亀　 　 ・
ク　　 丶〜

　 亡
ク

昏

e

第 5 同

e，ノ　　　 a．2　　　 0，3　　　 e，4　　　 e．5

　　　　　　　　　＿ ， A
翼下面塵力分布 k り計算した 揚力と滑 空 値 との 關係

lO ．A ，　C ．　A ．　Rep ．　N   ．571 に 依 る ）

e．8

e．35

o，30

e，〜5

w 　 82〃

↑O，
　f5

a，fe

e．　05

。

、

ク

　
　

竃

　 　 　 e

　 l29
ず

”

　 　 　 o

　　“も

『
”

］

H
e

第 6 圓

e，プ　　　 e，〜　　　 a，3　 ．　 a，4　　　 e，5
　　　　　　　　　＿ウ A
翼下面壓力分布 よ リ計算 した 揚力 と滑空値 と の 關係

　（N ．A ．　C．　A ．　 Rep．　 No ．539　1こ
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巳里　　　　　　　　　　　　．莖一　　　　 ＿ 演

じた もの を 1 と し た 。 第 6 圖は以 上 と全然同樣 1）計算 を N ・ふ C・A ・Rep ・No ・539（t）
に就て 行つ

た もの である。 此 の 實驗は翼弦 66 ”

（1’676　m ｝の 實物飛 行機 （Fairchild 　22 ♪ を N ・A ・C ・A ・の 實物 風

洞で試驗 した もの である 。 使用翼型 は N ・　A・C ．志 2212 で ある 。 此 D 報告 ∂ 内 20％ 弦の 下 げ翼 の蝶

番 を翼 の 後縁 よ り弦長の 20％ の 所 に 附けた もの s 結果を使 用 した 。

　以上 の 計算に よつ て 得た第 5 圖及第 6 圖よ り次の事實が 推論され る
σ

　（1）翼下面 の み の 揚抗比 は下 げ翼を附けた時は或
一

定 の 揚 力係數以 上 に 於て 下 げ翼な しの 時 よ り改

善 され る
。

　（2） 第 （1）項の
一
定揚 力係數及び楊抗比最 大 （ε 最小）の 揚力係數の 値は ．下 げ翼角の埆加す る程

大きな値に 移動す る
。

　（3） 下げ翼角 15°

或は 2じ゜

以上 とす る も效果は少い 。 帥ち徒 らに揚力小なる角度に於ける揚抗比

を減少 し．揚力大 なる角 度に於 け る揚抗比の 増加は比較的少 い
。

　   揚力大な る時の 揚抗比 は下げ翼角大なる程良好 となる （第 6 圏は稍不規則 で ある）。

§翫 特 殊 底 面 形 状 の 實 臉

　模型　模型 は木製漆塗 の もの を用 ひ た 。 そ の 寸法は

　　　　　　　　　　　　　 申鬲　　150m 皿 　　　　　　長 さ　　450 皿 1n

後縁を折 曲り形 とする爲 ，楔形の 木を取附けた。 便宜上普通の板 を模型 A．15
°

の 楔附を模型 B 、30°

の 楔附 を模型 0 とす （第 7pml）。

’

　實驗装置　板の 背面に 金物を取附け、長 い 雄

ね ぢ を二本長 さ の 方向に 取 附けて ．之れ に 中心

に雌 ねぢ を切 つ た分銅 をね ぢ込 み ．模型重量を

調整す る と共に 、分銅の 前後の 移動 に より重心

を加減 した 。 前縁上部に曳航點を作 り之れ よ り

110 　rnm 後方 に ト リ ム 記録 用棒取附 點 を作 つ た

（第 8 圖）。 曳航 フ レ ーム は常 に 水 準 に な る や う

に調整 しなが ら實驗 した 。 試驗水槽及抵抗測定

裝置 は 愛知時計電機株式會紅 の もの を使 用 し

た
tt’

。

　貰驗

包 ≡ ≡ コ

　 　 第 7 圃

賀 驗に 使 用 せ し槙型

A

8

こ ＝ 嘉．

・

模型全備軍量 を 2・250   及 び 3・OOOkg の 2 種 と し曳航速度は全實驗 を通 じて 3・5　m ！s を

（1） R ，WaUace ，
　Investigation　of 　Fu1星・scale 　Split　Tr匹iIi曙 edge 　Win 窪 Flaps　w 曲 Varioし】8　Chords　and

　 H 三nge 　Locations ．　N ．　A 　G 　A ．　Rep 　No．539（1935 〕・

（2｝ 著者o 　愛知 時 計 電 機 株式會杜試驗水槽 に 就 て 。　造船 協會 會報第五 十一凱 （1眉和 八 年 四 月）
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第 8 闘 　 實 　 　 驗 　 　 裝 　 　 置

使用 した 。 曳航 icよ り抵抗 ，
卜．リ

ム 及 ヒ ービ ン グ を測定 し．模型重心 の 移動 に よ り，力の 作用 點及後

縁廻 りの モ ー メ ン トが 算出出來 る 。 測 定 裝置 の 室氣抵 抗 は模型 を取 外 し て 別 に 之札 を測定 し て ．之 れ

を全 抵 抗値か ら差引 い た。 然 し模型 そ の もの 及 そ の 背部 に 岡定 の 分銅等 の 室氣抵抗 は其 の 儘 に し て 補

正 を施 して ゐ な v ・
。 後述す るや うに 板 の 迎角の 意義 を明瞭な らしめる爲 め必要 で あ るから．別に 曳航

板の 水面 と 交 は る點附近に 白ペ ン キ を塗 つ て 曳航 し．水流 の 岐點 の 軌跡 を測定 して 浸水長 を求 め た。

　買駐結果　貴驗結果は第 1 表乃至第 6 表 及 び第 9 圖乃至第 14 圖に 示 した 。 第 10 囲及第 11 圏

に ょれば 抵抗比 ε の 最小値は 豫想通 り確 かに 楔型 を附 けた もの は 減少 し て 居 る
。 然 し迎 角の 大 きな

處で は惡 く出 て ゐ る
。 之れ は迎角は 主板 を基に して測定 した爲で あつ て 、板は そ の 角度及重 量 に よ り
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隆 演

e，3a

℃

ta，・・

o．　xe
　 e 〜 4　　　　 5　　　　 8　　　　 ’O　　　　l2

　　　　　　＿ 　σ（
°

　　 第 10 岡 楔 型 R の 8

t4 61 f8

℃

ー

　　　　　　一’　 0（
°

第 11B 諸1 楔 型 C の ε

接水面積が變化す る か ら．夫 れを考慮しな けれ ば迎角の 意義が な くな る。 今 便宜上分 岐點 8 （第 15

圖）を標準と して迎角 を決定 しよ う。 實際は ，S’

よ り前方 へ 放射 さ弓ろ水 も揚力 に 與 る理 で あ る が ．

此 の 實驗裝置で は其の 範圍が 明瞭に 分 らな い 爲、比較的測定 の 容易 な岐點 を選んだ 。 此 の 岐點 と後縁

と の 距離 を主板 に滑 つ て 測 り、之れ を浸水長 Z と して第 13 圃に 示 した
。 但 し此の 場合圓弧形 を叢 く

岐點 の 軌跡に 於 て 其の 最大 値即ち板 の 中 心 に 於 ける岐黜 を使 用す る こ と に した 。
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水 面 滑走 燈 ゆ 特殊 底 面 形 歌 に 就 て 、三 木 齦 夫 、 田 所 辰 馬 、野 口 正 秋

　 主板 の 迎角 α を浸水長 1 を使用 し て 補正 した迎角 を

α・ と して 圖 を引き直せば 、第 10 圖及第 11 圖に 於 け

る 點線 の や うに な る 。 帥 ち測 定 の 全 範圍 に 於 て 特殊 底

の 有利 な こ とを示 して ゐ る 。

　第 12 鬮に修正 した迎角に 對 して甼板及楔形を比較

して ゐる 。

　第 14 圏 は後縁廻 りの moment で あ るが ．楔形 踵 を

有する もの は準板に 比 し可な り moment に變化の ある

こ とが 分 る
。

§6． 結

剄

語

第 工5 圖 浸水長 と眞の 迎角

x

　本文 は單に 滑走面 の hydr。dynainical　liftの 鰐勃口を考慮 した 底面形駄に 對す る
一提案で あつ て 、著

者等は色 々 な底面形状 の 實驗を計薑 し て ゐ る 。 底面 形欣 は 本文記 載 の 如 き縦蜥面形 の み な らす 、横斷

面形に 可な り問題が 殘 され て ゐ る 。 帥ち前縁に 流入 した水 は全 部 が後縁へ 流出せ す chine よ り横 へ 逃

げる か ら、此の 横速 度を利用 し此部に 下向 11b面 を作 れば 揚 力 は壇加す る筈 で あ る
ω

。 然 し先づ 縦 斷面

の 形欣を翼型の 研究の や うに 相當研究す べ き で はな い か と 思 つ て ゐ る
。 本文中に も見る如 く、滑走

面積の 變化が 研究を 複雜に す る 。 又 飛行機の フ ・ 一 ト等 に は 水面滑走状態迄達 しな い 速度に 於て所

謂 hump 抵抗 と 云 ふ最大 抵抗が あつ て ．之れ が 重大 な 問題 で あ る
。 從つ て 以上の 研 究 も hump 抵抗

に關聯 させ て 考 へ な い と實用 の 域 に 逹 しな い 理 で あ る 。 又 室中 へ 飛び上 つ た時に 艇體或は フ n 一 トの

室氣抵抗 を最小 に す るや うな形 欣で な けれ ば な らなV・
。

　本文 を草す る に 當 り．御指導 を賜つ た子 爵徳川造船大佐．九大 の 橋本教授 、東北大 の 沼知教授 の 諸

氏に 御禮 の 意 を表す 。 又 色 々 御助力下 さつ た理 學士小澤泰代氏 に感謝す る。

附 鎌

［11 符　　號

　　　．4 ： 揚 力

　　　E ： 附録 【2】參照　　　　　 ．F ： 附録 囘 參照

　　 H ： 曳航線の heave 量 （水面 よ り曳航線まで の 距離は H ＋51・4　mm ）

　　 If ： 滑 走臺後縁廻 りの モ ーメ ン ト

　　　R ： 流體 に 依 る dynamieal　fOrceの 合力

　　 Rr ： 下げ翼の 合力　　　　　　　　　 Rc ： 圓弧翼 の 合 力

ct） W ．　Sottorf，
　Versuche 　n ユ正t　Gleitfltichen．　III．　Tei［．　W ．　R ．　H ，1．晦 rz 　1933，　S．62、
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L塑 　　　　　　　　　　　講 　　　　　　 za’

　　　 IV： 抵抗 　　　　　　　　　　　　　 a ： 正 の 整數
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 げ

　　　　ろ： 滑走體の 幅　　　　　　　　　　伽 ： モ ｛メ ン ト係數

　　　　f ： 矢高 　 　 　 　 　 　 　 h ： 踵 の 高さ

　　　　1： 浸水長 （中心線で測定せ る もの
， 第 13 鬮參照 ）

　　　 m ： ｛loubletの モ ーメ ン ト　　　　　 p ： 壓力

　　　　9
： 1孅 壓 　 　 　 　 ．

己： 時間 ・或は t¶1〕1ane

　　　　V ： 合成速度　　　　　　　　　　　　　z ： z −plane

　　　 α ： 迎角　　　　　　　　　　　　　 α 1 ： 楔形底面 つ 實際の迎角

　　　 γ ： 下 げ翼の角度　　　　　　　　　 ε ： 滑筌値 （揚 航比 の 逆數）

　　　 P ； 流體の 密度　　　　　　　　　　 ζ： ζ一plane 　 ζ＝ ξ十 吻

［2」 詳細計算例
・

本文 4 頁の 積分は

　　　　　　∫幽 　 ・弓
・齢 ＋ 1・ ・ ・・ … v 共・ 正麟 ・す楓

v ； 偶數な る と き．

　　　　　　　　　　ユ ト¢蜘 繭

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 入冨盛

　　　　　　　　　　　・ Σ… 孥 1・9（ζ廴 2ζ転，。、
2λπ

＋ 1
　　　　　　　 　　　　 り ）

　　　　　　　　　　　磐 馴 ≒斗
v ；

二奇數なる とき、

　　　　　　　　　1卜蒔 卵等 藤 學 ）

　　　　　　　　　　曙 綱 ≒針
　次に 3 つ の 特別 の 場合に 就 い て 計算す る 。 （第 16 斷及第 17 圖參照 ）

N 工工
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水耐滑走髏 の 特殊底面形歌 に 就 て 、
・
三 木鐵夫、田 所辰馬、野 口 正 秋

ムぞ

J，

．

　 」2蠡
ゐ　　　　　」ノ

f

ξ

型

x

　　　　　　　 第 ユ6 圖　　ζ¶p亅ane 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第 17 圃　　x
・plane

　（i） n ＝ 4 の 場合 （下 げ翼角度 45v ）

　本文 （4）式 より次 の 式を得 る 。

　　　　　　　　・ 一 ［一薯・ま、

一

τ茎了
・盍1・畔葦｝一÷・・ガ 剛

　　　　　　　　 ζ二 ξ＋ 吻 　　z ＝ ・ x ＋ 勾 　と置）・ て

兩邊の 費數部 と虚數部 と を對應 さ せ る と

・ 一 ÷卜号鴇鵠
一

絵諤潔擧・毒1・gl黠幣 養・・n ピ 嗣
y − ÷［

一号需 咢咢 …需縲 一盍・a・
’i

、．i与 一
素・・i・h’Lde ’

，，

°

＋ ep
，］

但 し　　　　　　　　君 ＝ ξL6 劉ず＋ ガ
ー1

，　 17＝ 4ξがξL の

今 x 軸に澹ふ て は η 二 〇 で ξは 1〜co 間 に 變化す る 。 此 の 場合 の x の 値及び壓 力の 比較的 の 大 さ

は次 の 式で 與へ られ る 。

　　　　　　　・ 一 ÷卜鐸 r （is皇、）
・

− 1・gl 壬1・尭・・n
一

劃
　　　　　　　2J＝ 0

　　　　　　　・・19− （・一ぴ ） σ一

歯

　　　　　　　　　一 （1＿霧
　　ξ

’）

叉 下げ翼に 澹ふ 流れ に 就 い て ．η は 一と〜 ◎Q 聞に 變化する
。

　　　　　　　　　　　　　　　　 Y2

　　　　　・ 一・・
一 ｝［号、，k、「 、，ξ、厂

1・gl；：主1圭1・壱・・u
−12

調
　　　　　 △P！9 ＝ （1一び ）
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1．1sl1go，
講

　　　　　　　　　　　　　　一 （1＿
1
．

　　　2η
’）

（ii） ％ ＝ 6 の 場合 （下げ翼の 角度 30°

）

z÷ 骨・

苧竺、

一

（ζ
・≦、）

・

− 1・g羅一　　1　10α ζ
2
＋ ζ＋ 1

＋
6e× 2　

e
　　　　　　　　ζ

L’一ζ＋ 1y
豆tan

−
！IYILtL：ζ

6
’
：

亭．iI

第 7 表 45°

第 8 表 30°

TX

　一〇〇

− 8’151
− 2’512
− 1’3工1

− 0’841
− O’598
− 0’208

− O’109
− O’062

− O’047

− O’035

　　 0

十 〇
’005

πy

　 0

　 0

　 0

　 0

　 0

　 0

　 0

　 0

　 0

　 0

　 0

　 00

・005

Ap！9

1

　　00
’1740
’3Q60
’40SO
’4900
’5560
’7500
’S400
’S8909180

’9381nyOOOO

’944

TX

O’0120
’0210
’04工

α0550
’0760
’0940
’1090
’1400
’
】590
’1910
』
L）E　90

’2670
’297

π Y10

’0120
’0210
’0410
’0550
・Oナ60
・0940
齟
ヱ090
・1400
’1590
’19！

0’2290
’
2670
’297

△1）！9

E

0920e

・S750
・S460
’8050
’778e
’7450
’7〔｝壬

O’6530
’
δ870
’5000
・3S30
’219

　0

π 訂 昭 △P1α 7 劣 π シ △P1σ

一〇9 0 00 ’00680 ・00390 ’889

一3’5屋000
’1740 ’00890 ’005［ 0・872

一1’02100 凾3060 ’01170 ’00680 ・85雪

一〇
’49500 ’4 80 齟01600 ・OO920 ・826

一〇
鹽313004900 つ2310 ’0133o ’793

一〇
’12800 ’6020 ・03540 ’02040 ’750

一〇
’06700 ・6910 ・05130 ’0296 、0「691

一〇
’03700 ’7500 つ7990 つ4610 ’609

一〇
’0聖300 ・7930 ’1378O ’07960 國490

一・0’015O0 ・8260 ・2397 ひ138垂 0’306

0 011000
．
0’331壬 0層19130

第 9 裘 15
°

　 　 　 　 　 　 1

7r” 7 ツ 酬 9　　　　　　　．
π σ 卿 △2，〆α

一〇 〇 0 0 0 0 工
’000

一71’4609 0 0・0197 o・0646 0’0173 0’352

一18’3188 0 0’0388 0’1601 0’0429 0’229

一 8・3288 0 0，0574 0’工689 0’0453 0・199

一 47702 0 0つ754 0’189S 0’0509 0’169

一 3・1045 0 0’0930 0’2100 0’0563 01137

一 2’1884 0 0’1100 0．2270 0’0608 0’103

一 1’2686 0 0°1427 0’2395 0’06彊 0鹽067

一 〇
’8240 0 0’1ア36 0・2435 010652 0齟G49

一〇
昌3691 0 0・2439 0’2457 0・0658 092S

一〇
’2033 0 0’3056 0の2462 O・0659 0’008

一〇
’1256 0 0’3600 0’2464 0’0660 0・000

一〇
’0860 0 0’4083

一 〇
’0457 0 0°4893
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水 面 滑走體の 特殊底面 形月／i：こ就 匸
、 三 木鐵 夫 、 田 所 辰場、野 「硫 秋

（iii） ？ド 12 の 場合 （下 げ翼の 角度 15°

）

　　　・ 一券［
一書歯

一
纛 r 危・

b ・1亡1− 、農，
1・gll圭1岩

　　　　　　
一

、2義21
・gl；主1‡1・瀞 吻 と1・醤・…

【

岩1
一
毒  司

基り

以上 3 つ の場合に 就き數値計算 をな した る結果を第 7，8，9 表に示す。 壓力分布の 曲線は下げ翼の長

さを單位 として晝 い た 。

討
斡

fima

O 座 長（藤島範卒君） 唯今 の 御講演に 對 し御質問又 ぱ御噫 見の ある方ば 御蓮 べ を願 ぴ ます
。

・…

別段御發言が ない 樣で すか ら
一

言御挨拶申し上 げます
。

三 木 、 田所 、 野 口 三 君 の 水面滑走禮に 就 て の

種 々 實驗結果の 御發表に 對 し．今 日は航 室關係 の 出席會 員が 少 い と見え ま して ，御討論が な い の は遺

憾で あ りまするが 、會報に 此 の 論文が摘載 され ま した な らば定 め て 有釜 な る 參考 とな る こ と 」flξじま

す 。

　近 來航室關係の 論丈が 本協會に 發表 され る こ とが 少 くな つ た 時に 當 り、態 々 名 占屋か ら御出 で に な

つ て御講演下 さ い ま し た事を厚 く御禮 中し上げ ます
っ 鼓 に皆様と共 に 拍手 を以 て 感謝 の 意を表 した い

と 思 ひ ます ． （一同拍手 ）
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